
八代家で昔の暮らし体験　報告

　イベントは午前・午後の二部構成で、午前は「親子で体験！カマド料理」と

題し、実際にカマドで煮炊きをしていた地元のおばあさん方に講師になって

いただき、八代家住宅の土間にあるカマドを使って料理体験をしました。

石造りのカマドではホカホカのごはんを、土造りのカマドでは地元の野菜

たっぷりのホウトウを作りました。八代家住宅のカマドに火が入るのは

久々のこと。きちんと使えるか心配だったのですが、

カマドには赤々と炎が燃え、釜からは湯気があがり

ました。できあがったごはんとホウトウは、びっくり

する程美味しかったです。炊飯器で炊くごはんとは

一味も二味も違い、みんな何杯もおかわりをして

いました。

　イベントには、市内外から集まった親子１３組２８

人が参加してくれました。小さい子グループは米とぎ

や野菜洗いを、大きい子グループは野菜切りや薪をく

べることを体験しました。参加者には未就学児のお子

さんもいて、カマドから出る煙で目を真っ赤にしてい

る子もいたのですが、それも「昔の暮らし体験」。今日

の体験を忘れないでいてほしいです。
　

　午後は「明野の古老に聞く『私がこどもだった頃』」と題して、

明野にお住まいのおじいさんとおばあさんにご出演いただき、

こどもだった頃のお話をうかがいました。主に「冬の暮らし」に

ついてうかがったのですが、その寒さや、食べていたものや身に

付けていたものについてお話しくださいました。お二人の話は、

時に笑い声も漏れるユーモアのあるお話だったのですが、

楽しいことばかりではなく、当時の生活の厳しさや辛さに

ついても語っていただき、経験をしていない若い

世代にとって身に染みるものでした。
　

　モノに溢れた現代生活を送る私達だからこそ、忘

れてはいけない、そして知らなくてはいけない話ば

かりだったと思います。かやぶんでは、今後もこのよ

うな機会を設けて、語り継いでいきたいと思ってい

ます。講師の先生方、ご出演者の方々、どうもありが

とうございました。

２月２１日（土）には、
「おめでとう、２００歳！ 

八代家住宅の魅力を再発見！」の
最終イベント「八代家でさきどり
春祭り」を行います。八代家を舞台に、
獅子舞や神楽の披露、餅つきなどを
します。ぜひ、遊びにきてください。
お問合せはかやぶん（０５５１－

２５－２０１９）まで。

　文化庁「ＮＰＯによる文化財建造物活用モデル事業」の当法人採択

事業「おめでとう、２００歳！ 八代家住宅の魅力を再発見！」の第２弾

イベント「八代家で昔の暮らし体験」が、１月２５日（日）に開かれ

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内海）
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＝編集後記＝
　

　年明けの第一イベント、「八代家で昔の暮らし体験」

は大盛況のうちに終了いたしました。参加者の方々、

スタッフの皆様、どうもありがとうございました。

スタンプラリーも既に応募がきています。オリジナル

グッズをお楽しみにお待ち下さいね。八代家イベント、

次回「八代家でさきどり春祭り」がいよいよ最終回と

なります！たくさんのご参加をお待ちしています。

＝ドキドキ！まいぶんシリーズ＝
２００９年　    月の予定～

★はじめての囲碁教室
楽しく囲碁を学ぼう♪初心者でも大丈夫！
日にち：２月１２日(木)　午後５時～７時

★たのしい手話教室
クイズやゲームをしながら、手話を覚えよう！
日にち：２月１６日（月） 午後５時～７時

★まいぶんのお仕事体験教室
本物の土器で仲間分けゲームをしよう★
日にち：２月２０日(金) 午後５時～７時

★やさしい茶道教室
お茶のお作法を覚えよう。美味しいお菓子もあるよ。

　 日にち：２月２５日(水) 午後５時～７時

★Let's 縄文体験！！
縄文時代のアクセサリー、勾玉を作ってみよう！
日にち：３月３日（火）　午後５時～７時

★はじめての囲碁教室
楽しく囲碁を学ぼう♪初心者でも大丈夫！

　 日にち：３月５日(木)  午後５時～７時　

ドキドキ！埋文シリーズで、いろんな体験を
楽しもう♪ 参加者申し込み受付中です！
お問い合わせは茅ヶ岳歴史文化研究所まで。

TEL／FAX：0551-25-2019
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P小正月行事P
おやなぎさん（小笠原地区）

　今年の小正月は、明野町の小笠原地区のおやな

ぎさん作りを見学させていただきました。

　

　毎年おやなぎさん作りを見学するたびに、おや

なぎさんに使う竹を割る道具を見て、便利な道具

があるものだ、と感心していました。小笠原地区

には、「六つ割り」や「八つ割り」など、いくつか

の種類がありました。これは、土壁の下地となる

木舞いの割り竹を作るための道具だそうです。

　朝切り出してきた竹を、この道具で割るところ

から、おやなぎさん作りの作業は始まります。

小笠原地区では約３０本の割り竹を用意します。

　午前中に、割り竹に色紙と習字紙を巻き付ける

ところまで作業を行い、お昼をはさみ、いよいよ

木に割り竹を結わい付け、おやなぎさんを立て

ます。おやなぎさんが立ち、割り竹が柳の木の

ように開くところは、何度見ても歓声をあげたく

なるような光景です。一週間後におやなぎさんは

倒され、それぞれの割り竹はくるりと丸められ、

一年の家内安全を祈って各戸の屋根に上げられ

ます。

こ ま
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